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『
夢
十
夜
』
成
立
期
へ
の
一
視
点

〈
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
と
い
う
方
法

江
藤
　
正
顕
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夏
目
漱
石
の
『
夢
十
夜
』
は
、
例
え
ば
笹
淵
友
一
氏
の
総
合
的
な
論
を
始
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

以
下
は
、
そ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
従
来
の
内
容
・
構
造
を
逐
一
吟
味
し
た
結
果
と
し
て
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
統
一

的
な
作
品
像
を
獲
得
す
る
と
い
う
方
法
と
は
多
少
異
な
っ
た
場
所
か
ら
、
漱
石
が
そ
の
よ
う
な
〈
夢
〉
と
い
う
形
式
に
お
い
て
作
品

を
創
作
し
よ
う
と
し
た
直
接
的
な
き
っ
か
け
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
端
的
に
言
え
ば
、
そ
の
起
爆
剤
が
E
・
A
・
ボ
ー

（
臣
」
α
震
〉
コ
き
℃
o
Φ
お
8
山
。
。
お
）
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
英
文
学
者
漱
石
と
い
う
こ
と
か
ら
、
漱
石
と
英
文
学
と
の
関
係
は
度
々
論
じ
ら
れ
る
が
、
米
文
学
と
の
関
係
も
、
決
し
て
見
落
と

せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
漱
石
の
蔵
書
目
録
に
は
E
・
A
・
ボ
ー
の
著
書
が
二
冊
記
録
さ
れ
て
い
る
。
　
．
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①
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出

団
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ぴ
q
霞
》
H
H
窪
剛
o
ρ
臨
け
7
卑
じ
σ
帥
。
σ
q
冨
も
ぼ
。
巴
。
。
犀
雲
。
ゴ
ξ
客
即
O
。
H
軌
．
r
o
巳
。
『
O
．
菊
。
ロ
昌
Φ
α
α
q
Φ
俸
の
8
。
。
．
一
〇
◎
Φ
刈
・
お
よ
び
．
．
↓
o
H

o
。
。
。
h
ξ
。
。
け
Φ
昌
碧
自
冒
。
σ
q
窪
。
江
。
コ
．
、
r
o
コ
α
o
『
O
■
閃
。
ロ
自
①
轟
①
卿
。
。
o
房
．
（
Z
霧
ご
旨
く
①
冨
⇔
H
r
一
ぼ
卑
捻
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
本
を
漱
石
は
実
際
ど
の
程
度
読
ん
で
い
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
彼
自
身
が
書
い
た
二
つ
の
文
章
「
本
間
久
四
郎
訳
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『
名
著
新
課
』
序
」
と
談
話
「
ボ
ー
の
想
像
」
が
参
考
に
な
る
。
漱
石
と
ボ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
注
目
さ
れ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
ハ
ユ
り

こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
に
〈
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
的
精
神
（
「
天
邪
鬼
」
な
い
し
は
「
天
恩
女
」
と
い
う
語
義
や
形
象
そ
の
も
の
の
歴
史

的
起
源
や
背
景
へ
の
遡
行
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
）
を
そ
の
共
通
項
と
し
て
取
り
出
す
論
じ
ら
れ
方
は
未
だ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ヨ
い

『
夢
十
夜
』
を
論
じ
て
ボ
ー
に
言
及
し
た
論
考
に
は
、
三
上
公
子
氏
の
「
「
第
一
夜
」
考
1
漱
石
「
夢
十
夜
」
論
へ
の
序
」
な
ど
が

す
で
に
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
ボ
ー
の
「
正
確
で
緻
密
な
描
き
方
」
や
「
想
像
の
世
界
に
も
正
確
さ
と
構
成
を
望
む
」
漱
石
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

志
向
が
「
夢
十
夜
」
の
執
筆
姿
勢
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
点
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
『
夢
十
夜
』
に
お
い

て
漱
石
が
ボ
ー
の
作
品
を
意
識
的
、
具
体
的
に
応
用
し
た
箇
所
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

2
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前
述
の
「
本
間
久
四
郎
訳
『
名
著
新
繹
』
序
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
漱
石
は
改
め
て
ボ
ー
を
読
ん
だ
と
き
の
記
憶
を
辿
り
返
し
て

い
る
。
　
（
そ
の
際
に
漱
石
が
直
か
に
日
本
語
訳
で
読
み
返
し
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
る
が
、
原
文
で
も
再
読
し
た
可
能
性
は
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。
）
そ
し
て
明
治
四
二
・
一
・
一
五
『
英
語
青
年
』
で
、
こ
の
序
文
に
再
度
言
及
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
後
の
談
話
「
ポ

ー
の
想
像
」
で
は
自
ら
の
考
え
を
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
ボ
ー
の
創
作
の
秘
密
に
触
れ
て
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
の
類
縁
性
を

指
摘
し
、
ま
た
両
者
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
漱
石
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
へ
の
共
感
度
の
高
さ
を
考
え
る
と
き
重
要
な
も
の
と
な

る
。
　
『
文
学
評
論
』
で
漱
石
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
を
中
心
的
に
論
じ
て
お
り
、
そ
の
毒
舌
調
刺
を
称
賛
し
て
も
い
る
が
、
そ
れ
は
鈴
木
善

三
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
　
「
啓
蒙
主
義
時
代
と
し
て
の
　
世
紀
英
国
を
明
治
開
化
期
と
重
ね
合
わ
せ
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
仮
託
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
お
り

自
分
の
思
想
を
披
漏
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
」
漱
石
の
英
文
学
に
抱
い
た
違
和
感
の
な
か
で
ほ
と
ん
ど
唯
一
、
し
か
も
相
当
な



思
い
入
れ
を
抱
い
て
い
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
、
ボ
ー
は
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
漱
石
が
考
え
て
い
た
自
ら
の
創
作
へ
の

強
い
動
機
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
所
縁
が
あ
る
先
の
二

人
が
、
ま
た
、
早
く
に
孤
児
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
漱
石
と
は
環
境
的
に
近
い
も
の
が
あ
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。

　
そ
の
序
文
の
中
で
漱
石
が
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
見
て
お
く
な
ら
ば
、
ま
ず
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
二
体
明
か
な
想
像
…
前

に
精
神
且
つ
明
晰
な
描
写
と
云
っ
た
が
、
其
れ
は
勿
論
図
抜
け
て
風
息
な
想
像
力
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
事
で
、
其
の
想
像
に
も
色

ん
な
種
類
が
あ
る
が
、
其
の
中
で
、
菰
に
云
う
明
か
な
想
像
と
云
う
の
は
て
。
Φ
や
。
。
罵
言
の
如
き
を
意
味
す
る
。
」
　
「
ω
琶
津
は

何
倍
、
何
寸
と
か
云
う
種
類
の
Φ
慈
。
鉱
8
を
以
て
す
る
想
像
家
の
一
人
で
、
云
わ
ば
素
人
と
し
て
の
Φ
蕎
9
で
あ
る
が
、
℃
。
Φ
に

な
る
と
其
れ
が
専
門
技
師
の
設
計
の
如
く
に
、
よ
り
Φ
鎚
9
に
な
る
。
ω
9
Φ
口
江
ゆ
。
巨
。
α
q
営
㊤
鉱
8
で
あ
る
。
斯
か
る
緻
密
な
想

像
は
§
夢
①
目
。
鉱
8
H
な
。
H
Φ
母
冨
巴
が
無
く
て
は
駄
目
な
の
で
あ
る
が
、
此
の
点
か
ら
見
て
℃
。
Φ
は
ω
置
津
よ
り
も
大
変
進

ん
で
い
る
。
だ
か
ら
眈
う
し
て
急
ん
な
事
を
想
像
す
る
事
が
出
来
た
か
と
驚
く
よ
り
も
、
何
う
し
て
悠
ん
な
に
精
密
に
、
数
学
的
に

想
像
す
る
事
が
出
来
た
か
と
驚
く
事
に
な
る
。
」
　
（
談
話
筆
記
I
H
生
）
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
う
述
べ
た
後
、
漱
石
は
さ
ら
に

「
想
像
」
を
分
析
し
て
「
8
重
訂
蓉
註
。
ロ
の
想
像
と
。
。
曙
H
Φ
の
想
像
」
ま
た
前
者
を
「
何
と
何
と
の
種
類
に
帰
着
す
る
か
」
と
い

っ
た
具
合
に
問
題
を
示
唆
し
て
い
て
、
そ
こ
で
の
漱
石
の
ボ
ー
へ
の
関
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
無
い
に
等
し
い
よ
う
に
見
え
は
す
る
も
の

の
、
い
っ
た
ん
言
及
さ
れ
る
場
合
に
は
、
漱
石
の
『
文
学
論
』
以
来
持
ち
越
さ
れ
た
「
事
実
と
想
像
」
　
「
F
＋
f
」
の
原
理
論
へ
ま

で
遡
る
も
の
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
漱
石
の
『
夢
十
夜
』
と
ボ
ー
と
の
関
係
を
顕
著
に
う
か
が
わ
せ
る
の
は
、
　
「
第
五
夜
」
と
「
メ
ツ
ツ
ェ
ン
ガ
ー
シ
ュ
タ

イ
ン
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
漱
石
は
「
天
探
女
（
あ
ま
の
じ
ゃ
く
）
」
の
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
　
「
天
邪
鬼
」
と
い
え
ば
、
ボ
ー
に

は
文
字
通
り
「
無
動
機
の
動
因
で
あ
り
、
動
因
の
な
い
動
機
」
を
扱
っ
た
「
天
邪
鬼
」
と
い
う
小
説
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
短
編
の
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み
に
留
ま
ら
ず
、
彼
に
と
っ
て
〈
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
は
そ
れ
自
体
人
間
精
神
の
最
奥
の
謎
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ボ
ー
は
同

名
小
説
以
外
に
も
事
あ
る
度
に
そ
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
黒
猫
」
写
り
、
　
「
裏
切
る
心
臓
」
叱
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
ユ
リ
イ
カ
」
に
も
こ
の
精
神
は
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
る
。
漱
石
の
書
い
た
「
第
五
夜
」
に
も
「
メ
ッ
ツ

ェ
ン
ガ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
」
同
様
に
白
馬
が
登
場
す
る
。
こ
の
「
第
五
夜
」
は
、
敵
に
捕
ま
り
夜
明
け
の
処
刑
ま
で
の
間
、
愛
す
る
女

を
待
つ
が
、
　
「
天
理
女
」
の
仕
業
に
よ
っ
て
再
会
で
き
な
か
っ
た
武
士
の
話
で
あ
る
。
漱
石
の
こ
の
作
品
執
筆
の
前
後
の
日
記
．
断

片
に
は
、
ボ
ー
の
名
こ
そ
現
れ
な
い
が
、
文
芸
に
お
け
る
心
霊
的
な
も
の
や
構
成
的
な
も
の
、
ま
た
イ
メ
ー
ジ
的
な
も
の
が
数
多
く

見
ら
れ
る
。
そ
し
て
明
治
四
一
年
に
は
門
下
生
森
田
草
平
が
平
塚
ら
い
て
う
と
心
中
未
遂
事
件
を
起
こ
し
て
も
い
る
。
明
治
三
十
人
、

九
年
の
断
片
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
夢
　
　
（
二
〉
女
が
死
ん
で
仕
舞
う
と
云
う
。
男
が
と
め
る
。
男
が
帰
っ

て
仕
舞
う
と
い
う
。
女
が
と
め
る
。
次
に
女
が
又
死
ぬ
と
云
う
。
男
が
死
ん
で
奪
う
と
い
う
。
女
が
石
を
挟
へ
入
れ
た
り
何
か
色
々

な
事
を
す
る
。
男
が
姻
草
を
ふ
か
し
出
す
。
此
両
人
の
心
の
攻
守
の
勢
の
変
化
す
る
処
」
こ
の
記
述
は
、
先
の
事
件
と
並
べ
て
「
第

一
夜
」
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
よ
り
も
少
し
以
前
、
明
治
三
十
九
、
四
十
年
に

登
場
し
た
藤
村
の
『
破
戒
』
、
花
袋
の
『
蒲
団
』
と
い
っ
た
「
自
然
主
義
文
学
」
に
対
し
て
、
こ
の
漱
石
の
『
夢
十
夜
』
の
試
み
は
、

そ
の
後
に
登
場
す
る
鴎
外
の
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
と
同
様
に
、
こ
の
流
行
に
対
し
て
の
意
識
を
強
く
働
か
せ
て
の
彼
等
独
自

の
「
自
己
告
白
」
と
も
な
っ
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
鴎
外
が
イ
ロ
ニ
ー
を
含
ん
で
自
己
の
性
的
体
験
を
医
学
者

的
な
手
つ
き
で
分
析
解
剖
し
て
み
せ
た
一
方
で
、
漱
石
の
方
は
カ
ン
ト
や
バ
ー
ク
リ
ー
の
哲
学
に
お
け
る
自
己
判
断
、
自
己
認
識
の

可
能
性
、
不
可
能
性
を
小
説
の
形
式
で
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
明
治
四
十
一
年
の
断
片
に
は
そ
の
前
後
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
描
か
れ
て
も
せ
い
ぜ
い
図
式
で
し
が
な
か
っ
た
も

の
が
、
急
に
よ
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
絵
と
な
っ
て
文
字
の
間
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
夢
十
夜
』
執
筆
・
の
際
の
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彼
の
中
に
あ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
の
手
立
て
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
か
と
思
う
と
「
コ
ッ
ク
リ
サ
ン
ノ
話
」
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
た
り
、
ミ
ラ
ク
ル
・
オ
カ
ル
ト
芸
術
と
オ
カ
ル
ト
自
然
」
や
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
イ
」
の
名
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
一
方

「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
と
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
直
接
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
メ

モ
以
外
に
も
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
構
成
全
体
に
及
ぶ
覚
え
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
カ
ン
ト
の
範
疇
論
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
之
ぼ
。
。
一
。
コ
と
零
鑑
詳
矯
の
問
題
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
意
識
的
で
直
接
的
な
誤
謬
」
　
「
意
識
的

で
間
接
的
な
誤
謬
」
　
「
半
ば
意
識
的
な
誤
謬
」
　
「
無
意
識
的
な
誤
謬
」
と
か
「
認
識
論
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
先
験
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム

（
カ
ン
ト
〉
」
に
対
し
て
、
　
「
先
験
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
事
実
認
識
論
的
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
（
バ
ー
ク
リ
ー
）
」
と
に
お
い
て
「
宇
宙

は
我
々
の
内
に
あ
る
の
か
、
外
に
あ
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
問
い
が
な
さ
れ
る
。
　
「
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
の
恐
怖
」
と
い
っ
た
字
句
も
見

ら
れ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
年
の
断
片
に
は
一
方
で
三
面
記
事
的
な
出
来
事
が
、
し
か
も
か
な
り
陰
惨
な
も
の
が
多
く
登
場
す
る
。
例
え
ば
、

「
六
月
十
六
日
川
上
眉
山
自
刃
ス
。
頸
動
脈
切
断
。
」
　
「
十
九
日
静
岡
県
ノ
田
舎
　
親
子
三
人
古
池
に
飛
込
溺
死
。
妻
ト
養
父
ト
折

合
わ
ぬ
読
め
離
縁
を
逼
ら
れ
た
る
結
果
と
い
う
。
二
十
日
腰
越
デ
巌
頭
よ
り
入
水
シ
タ
ル
宇
宙
ア
リ
。
」
　
「
一
昨
年
よ
り
今
年
四
月

に
至
る
迄
嬰
児
十
五
人
を
貰
い
（
育
料
十
五
円
乃
至
二
十
円
附
）
悉
く
之
を
遺
棄
せ
る
も
の
あ
り
。
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
そ
れ

ら
に
先
立
っ
て
は
、
　
「
出
歯
亀
。
田
子
浦
入
水
親
子
三
人
脊
髄
病
。
本
所
小
女
二
人
同
時
入
水
。
中
尉
。
副
官
を
斬
ル
（
恋
の
恨
）

建
部
博
士
離
縁
。
大
久
保
磐
肉
斬
取
事
件
。
妊
婦
震
死
。
　
（
真
鍮
ノ
カ
ン
ザ
シ
）
　
四
十
ニ
ト
三
十
九
ノ
夫
婦
情
死
。
美
貌
ノ
妻
強

姦
セ
ラ
ル
。
其
事
評
判
ト
ナ
ル
。
夫
ノ
嫌
疑
。
妻
の
慰
撫
。
情
死
。
」
と
あ
る
。

　
再
び
、
断
片
を
遡
っ
て
明
治
四
十
、
四
十
一
年
頃
の
も
の
に
は
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
『
夢
十
夜
』
に
使
わ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
と
思
し
き
も
の
が
現
れ
て
く
る
。
　
「
甲
Φ
球
投
ゲ
ル
物
。
目
。
ω
。
。
8
＜
霞
Φ
ユ
。
。
8
p
騨
鰻
ト
リ
、
鏡
、
蛙
、
榎
、
入
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水
（
刹
那
）
、
貯
。
⇔
奉
江
。
コ
．
鯉
、
髭
、
神
殿
、
豚
、
び
。
σ
q
σ
q
霞
．
鼓
、
　
．
〉
坤
霞
巻
・
、
の
葺
。
①
図
訂
。
幕
＄
。
。
霧
・
　
お
さ
ら
ば
の

月
”
の
物
”
と
吹
く
風
に
」
さ
ら
に
そ
の
断
片
を
遡
る
と
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
も
出
会
う
。
　
「
意
識
界
ニ
ア
ラ
ハ
ル
ル
H
ユ
窪
ト

守
払
物
σ
q
ノ
遅
速
」
　
「
鴛
江
く
Φ
⇔
薯
興
。
書
註
9
蘭
ゴ
蜜
。
署
冨
。
。
q
・
一
8
＼
葛
ω
乏
く
Φ
9
℃
Φ
竃
豊
野
。
三
と
い
う
言
葉
に
続
い
て
は
「
新

聞
小
説
ノ
普
通
ノ
小
説
ト
異
ナ
ル
所
　
ぎ
巳
菖
巽
ヲ
参
考
」
と
あ
る
。
ま
た
彼
は
こ
う
も
言
っ
て
い
る
。
　
「
自
ら
批
評
的
ノ
態
度
デ

カ
ク
ベ
キ
筈
ノ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
。
サ
ウ
デ
ナ
イ
ト
矛
盾
ニ
ナ
ル
。
肉
欲
杯
ハ
排
斥
ス
ル
必
要
モ
ナ
ケ
レ
バ
奨
励
ス
ル
ニ
モ
足
ラ
ン
モ

ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
シ
テ
今
日
事
新
ラ
シ
ク
金
儲
昌
。
江
8
ヲ
以
テ
読
者
二
強
ヒ
ル
ノ
ハ
陳
腐
デ
ア
ル
ト
共
二
余
計
ナ
御
世
話
デ
ア
ル
。

（
田
山
花
袋
氏
ノ
蒲
団
ハ
此
点
二
於
テ
自
然
派
ノ
態
度
ニ
カ
ナ
ツ
テ
居
ル
）
ア
レ
ヲ
見
テ
成
程
ニ
ン
ナ
人
が
居
ル
カ
ナ
ト
事
実
ヲ
教

ハ
ル
丈
デ
ア
ノ
主
人
公
ノ
真
似
ヲ
シ
テ
付
蒲
（
原
）
ヲ
カ
イ
デ
見
様
ト
云
フ
心
持
ニ
ナ
ル
人
山
一
人
モ
ナ
ィ
」
以
上
の
こ
と
か
ら
、

漱
石
は
認
識
論
と
新
聞
小
説
と
自
然
主
義
と
を
意
識
し
た
上
で
『
夢
十
夜
』
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　
ま
た
他
方
、
明
治
四
十
年
の
日
記
に
は
移
し
い
京
都
の
寺
社
仏
閣
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
　
『
夢
十
夜
』
が
始
め
朝
日

新
聞
の
大
阪
版
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
と
作
品
中
寺
に
関
す
る
も
の
が
目
に
つ
く
の
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
明
治
四

十
年
の
断
片
に
は
、
　
「
通
俗
　
物
、
我
（
α
口
9
H
）
　
時
間
、
空
間
、
数
　
因
果
律
　
真
実
　
物
我
（
o
琴
コ
＄
。
。
Y
ω
蓉
。
＄
。
。
一
。
5
。
馬
6

。
蕩
。
ざ
房
器
。
。
⑦
江
h
Φ
」
と
い
う
列
挙
が
見
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
明
治
四
十
年
頃
の
断
片
で
は
、
　
「
わ
が
泣
く
声
は
秋
の
風
」
と
い
う
芭
蕉
の
句
を
表
題
と
し
て
新
体
詩
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
「
第
一
夜
」
を
思
わ
せ
る
箇
所
が
あ
る
。
　
「
蒼
黒
く
、
大
い
な
る
、
／
限
り
な
く
、
粋
な
る
、
／
海
の
そ
こ
に
／
赤

い
日
が
沈
ん
だ
。
／
赤
い
日
の
玉
が
／
し
ゅ
つ
と
云
ウ
て
沈
ち
だ
（
原
）
。
」
そ
れ
か
ら
ま
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ワ
ー
の
「
生
へ
の

盲
目
的
意
志
」
が
書
き
留
め
ら
れ
る
。
シ
．
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
そ
の
厭
世
思
想
を
も
っ
て
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
近
し
い
存

在
と
し
て
漱
石
は
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
漱
石
の
〈
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
的
な
と
こ
ろ
は
、
は
や
く
も
明
治
三
十
四
年
に
現
れ
て
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い
る
。
　
「
或
る
香
を
か
ぐ
と
或
る
過
去
の
時
代
を
臆
起
し
て
歴
々
と
眼
前
に
浮
ん
で
来
る
朋
友
に
事
事
を
話
す
と
通
流
っ
て
そ
ん
な

事
が
あ
る
も
の
か
と
云
う
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ワ
ー
を
読
ん
だ
ら
丁
度
同
じ
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
さ
す
が
英
雄
の
見
る
処
は
大
概
同
じ

で
あ
る
と
我
な
が
ら
感
に
入
っ
た
我
輩
を
知
り
も
せ
ぬ
も
の
迄
が
我
輩
を
称
し
て
厭
世
家
だ
杯
と
申
す
失
敬
だ
と
思
っ
て
居
っ
た
が

成
程
厭
世
家
か
も
知
れ
ぬ
（
倫
敦
（
原
）
）
の
青
い
　
十
月
ニ
ナ
ル
ト
去
年
ノ
十
月
ヲ
臭
デ
思
出
ス
）
」
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
続
く

一
文
に
も
現
れ
て
い
る
。
　
「
知
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
と
す
面
知
ら
ざ
る
な
り
知
ら
ざ
る
を
知
る
と
す
飽
く
ま
で
も
知
る
な
り
」
。
こ
の

よ
う
に
『
論
語
』
の
「
知
る
を
知
る
と
為
し
、
知
ら
ざ
る
を
知
ら
ざ
る
と
為
す
は
、
こ
れ
知
る
な
り
」
　
（
「
知
之
為
知
之
、
不
知
為

不
知
、
是
知
也
」
）
に
対
し
て
、
漱
石
は
食
い
下
が
る
よ
う
に
自
ら
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

3
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『
夢
十
夜
』
は
漱
石
個
人
の
関
心
の
系
列
と
同
時
に
時
代
の
変
化
を
受
け
て
の
所
産
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
ボ
ー

は
〈
夢
〉
に
つ
い
て
そ
れ
を
確
固
と
し
た
方
法
意
識
の
も
と
で
構
成
し
て
み
せ
た
。
彼
の
短
編
は
そ
の
描
く
対
象
は
様
々
で
も
そ
こ

に
は
常
に
分
析
的
思
考
が
働
い
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
「
科
学
的
」
な
考
え
方
さ
え
も
相
対
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
「
数
学
と

い
う
も
の
は
、
形
式
と
量
と
の
科
学
な
ん
だ
。
つ
ま
り
数
学
的
推
理
と
は
、
単
に
形
式
と
量
と
に
関
し
て
な
さ
れ
た
観
察
に
の
み
、

通
用
し
う
る
論
理
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
純
粋
代
数
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
真
理
が
、
そ
の
ま
ま
あ
た
か
も
抽
象

的
な
い
し
普
遍
的
真
理
で
あ
る
か
の
如
く
、
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
非
常
な
謬
り
が
あ
る
ん
だ
ね
え
。
」
つ
ま
り
「
数
学
の
公
理

は
、
決
し
て
普
遍
的
真
理
の
公
理
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
」
と
言
っ
た
後
で
、
　
「
関
係
1
つ
ま
り
形
式
と
量
と
の
関
係
だ
が
、
一
そ
の
関

係
に
つ
い
て
は
真
理
で
あ
る
こ
と
も
、
例
え
ば
、
一
た
び
倫
理
関
係
に
な
る
と
、
完
全
に
謬
っ
て
い
る
と
い
う
場
合
も
、
決
し
て
珍



し
く
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
倫
理
學
に
あ
っ
て
は
、
部
分
の
総
和
は
、
全
体
に
等
し
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
た
い
て
い
の
場
合
、

嘘
だ
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
。
化
学
に
お
い
て
す
ら
、
も
う
こ
の
公
理
は
、
駄
目
な
の
だ
。
動
機
の
考
察
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
う

だ
。
」
　
（
「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
中
野
好
夫
．
訳
）
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
ボ
ー
は
右
の
よ
う
に
自
ら
の
文
学
的
方
法
を
科
学
的
方
法
に
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
徹
底
し
て
反
対
す
る
。
人
間
の
精
神

に
は
科
学
の
法
則
に
反
し
て
も
何
か
を
し
て
し
ま
う
衝
動
が
あ
る
こ
と
に
ボ
ー
は
着
目
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
衝
動
を
〈
あ

ま
の
じ
ゃ
く
〉
的
精
神
と
し
て
人
間
の
根
底
に
置
く
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
漱
石
が
そ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
漱
石
」
　
（
意
地
っ
張
り
）
に

固
執
す
る
所
以
と
も
同
じ
よ
う
に
、
彼
ら
の
「
文
学
」
を
突
き
動
か
す
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
情
熱
の
あ
り
よ
う
そ
の
も

の
は
、
あ
る
い
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
『
賭
博
者
』
で
描
い
た
〈
賭
〉
の
刹
那
的
に
燃
焼
し
尽
く
す
形
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
ま
た
『
地
下
生
活
者
の
手
記
』
の
一
足
す
一
が
三
に
な
る
よ
う
な
世
界
を
め
ざ
す
主
人
公
に
も
同
様
な
精
神
的
同
質
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
い
こ
じ
な
精
神
に
つ
い
て
理
性
は
何
の
説
明
も
与
え
て
い
な
い
。
だ
が
私
は
こ
れ
を
人
間
の
心
の
原
始
的
衝
動
－
人
間
の
性

格
を
支
配
す
る
分
析
し
が
た
い
主
要
能
力
、
も
し
く
は
感
情
1
の
一
つ
だ
と
固
く
信
ず
る
。
誰
か
自
分
が
（
な
す
べ
き
で
は
な

い
）
と
思
う
だ
け
の
理
由
で
、
悪
し
き
、
愚
か
な
る
行
い
を
し
ば
し
ば
見
い
だ
さ
な
か
っ
た
者
が
あ
ろ
う
か
？
　
私
た
ち
は
最
上
の

判
断
を
犯
し
て
も
、
た
ん
に
法
律
の
法
律
た
る
ゆ
え
ん
を
知
る
が
故
に
、
こ
れ
を
犯
す
傾
向
を
絶
え
ず
持
っ
て
お
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
？
」
　
（
「
黒
猫
」
）
ま
た
こ
の
「
黒
猫
」
と
同
様
に
「
裏
切
る
心
臓
」
で
は
、
　
「
病
的
に
神
経
過
敏
な
男
が
憎
し
み
も
何
も
な

い
老
人
を
殺
す
物
語
」
で
、
　
「
い
こ
じ
、
天
邪
鬼
の
心
理
の
解
明
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
思
い
邪
な
し
」
　
（
「
思
量
邪
」
）
と
孔
子
が
『
詩
経
』
を
評
し
て
端
的
に
述
べ
た
『
論
語
』
の
言
葉
は
、
し
か
し
近
代
に
お
い

て
は
転
倒
さ
れ
、
宙
吊
り
に
（
サ
ス
ペ
ン
ド
）
さ
れ
た
か
た
ち
で
し
か
説
得
力
を
持
ち
え
な
い
。
ボ
ー
は
か
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
同
時
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代
の
世
に
疎
ま
れ
た
の
に
劣
ら
ず
孤
独
で
あ
っ
た
。
　
「
彼
の
奇
異
な
性
質
の
中
の
さ
ら
に
奇
異
な
点
は
、
彼
に
好
意
を
示
し
た
人
々

に
悪
意
を
抱
い
た
こ
と
で
、
彼
の
味
方
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
を
彼
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
な
か
っ
た
。
」
　
「
ポ
オ
は
必
ず
し
も
理
想
的
批

評
家
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
情
実
と
排
他
心
で
固
ま
っ
た
文
学
結
社
や
、
派
閥
に
対
す
る
彼
の
血
み
ど
ろ
な
戦
い
が
ア

メ
リ
カ
文
壇
で
始
め
て
の
批
評
原
理
を
打
ち
建
て
た
。
彼
の
天
性
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
意
識
と
が
そ
う
し
た
仕
事
に
大
い
に
役
立
っ

た
と
も
い
え
る
。
」
と
い
う
谷
崎
精
二
氏
が
描
い
た
ボ
ー
の
性
格
は
、
そ
の
ま
ま
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
（
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
ボ
ー
の
礼
賛

者
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
紹
介
者
で
も
あ
っ
た
）
を
評
す
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
言
葉
に
も
対
応
し
て
い
る
。
．
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
へ

の
か
れ
の
愛
は
、
幸
福
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
れ
は
、
ひ
と
に
気
に
い
ら
れ
る
才
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の

才
能
こ
そ
、
ひ
と
に
気
に
い
ら
れ
な
い
と
い
う
ダ
ン
デ
ィ
ー
の
芸
の
重
要
な
一
要
素
な
の
だ
。
か
れ
の
生
来
の
持
ち
ま
え
で
他
人
が

な
じ
み
に
く
い
も
の
を
わ
ざ
と
誇
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
は
孤
立
を
深
め
、
ま
す
ま
す
と
っ
つ
き
に
く
い
人
間
と
な
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
さ
ソ

つ
た
く
見
棄
て
ら
れ
た
状
態
に
お
ち
こ
ん
で
い
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ボ
ー
を
批
評
七
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
ボ
ー
に
つ
い
て
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
　
「
遠
か
ら
ず
ひ
と
び
と
は
、
科
学
や
哲
学

と
仲
よ
く
手
を
く
ん
で
歩
む
こ
と
を
拒
否
す
る
よ
う
な
文
学
が
、
人
殺
し
の
文
学
、
自
殺
す
る
文
学
で
あ
る
こ
と
を
、
理
解
す
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
一
方
、
ボ
ー
自
身
の
言
葉
は
こ
う
で
あ
る
。
　
「
私
の
精
神
的
並
び
に
肉
体
的
生
活
に
お
い
て
、
私
は
常
に
深

淵
（
ゲ
ー
フ
レ
）
の
感
情
を
持
っ
て
い
た
。
眠
り
の
深
淵
ば
か
り
で
な
く
、
行
動
の
、
夢
の
、
記
憶
の
、
慾
望
の
、
悔
悟
の
、
美
の
、

　
　
　
　
ハ
ア
リ

深
淵
で
あ
る
。
」

　
そ
れ
は
ま
た
一
方
で
、
漱
石
が
『
夢
十
夜
』
に
関
わ
っ
た
と
き
に
意
識
し
た
に
違
い
な
い
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
と
ボ
ー
の

作
品
世
界
と
の
間
に
横
た
わ
る
深
淵
を
も
明
ら
か
に
す
る
。
ボ
ー
の
世
界
は
秋
成
の
世
界
の
よ
う
に
、
因
果
律
の
支
配
に
よ
っ
て

「
不
合
理
性
」
が
敗
北
す
る
の
で
は
な
く
、
合
法
胃
性
の
底
を
踏
み
破
っ
て
目
の
眩
む
よ
う
な
存
在
の
深
淵
、
　
「
人
間
行
為
の
内
在
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的
原
始
的
原
理
と
し
て
、
逆
説
的
な
あ
る
も
の
」
　
（
「
天
邪
鬼
」
）
を
垣
間
見
せ
る
世
界
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
漱
石
も
ま
た

秋
成
よ
り
も
ボ
ー
の
側
に
近
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
の
「
夢
」
が
仏
教
的
で
あ
っ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
教

的
で
あ
っ
た
り
し
て
も
、
ボ
ー
と
同
様
に
漱
石
も
ま
た
、
　
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
の
深
淵
を
手
放
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら

「
第
五
夜
」
の
最
終
場
面
を
読
む
と
、
　
「
天
運
女
は
自
分
の
敵
で
あ
る
。
」
の
「
天
探
書
」
は
「
自
分
」
の
心
の
発
す
る
「
原
始
的

衝
動
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
「
第
一
夜
」
の
「
女
」
は
吸
血
性
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
く
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
的
な
る
も
の
を
漱
石
作
品
の
内
外
に
拡
大
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
漱
石
が
英
国
で
競

馬
を
見
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
「
第
五
夜
」
に
出
て
く
る
「
馬
」
に
は
古
代
的
な
馬
で
あ
る
と
同
時
に
疾
走

す
る
近
代
の
競
馬
馬
的
様
相
が
浮
か
ん
で
く
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
「
敵
」
と
は
自
ら
の
心
の
刹
那
的
に
燃
え
つ
き
る
生
命
の
情
熱

そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
ご
と
き
神
話
的
世
界
は
一
転
し
て
近
代
の
群
衆
的
世
界
へ
と
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。
　
『
夢

十
夜
』
の
直
後
に
書
か
れ
た
『
三
四
郎
』
に
お
い
て
、
与
次
郎
の
す
っ
て
し
ま
っ
た
〈
馬
券
〉
の
肩
代
わ
り
を
三
四
郎
が
し
ょ
う
と

す
る
場
面
が
僅
か
だ
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
ら
も
、
　
「
馬
」
と
く
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
と
は
そ
れ
ほ
ど
飛
躍
す
る
も
の
で
は
な
い
。
谷

崎
精
二
氏
は
「
メ
ッ
ツ
ェ
ン
ガ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
」
は
、
ポ
オ
が
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
的
恐
怖
（
ジ
ャ
ー
マ
ン
テ
ラ
ー
）
」
の
影
響
を

受
け
た
初
期
の
作
品
で
、
ハ
ン
ガ
リ
イ
に
住
む
、
代
々
仲
の
悪
い
「
メ
ッ
ツ
ェ
ン
ガ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
「
ベ
ル
リ
フ
ィ
ッ
ツ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
ソ

グ
」
両
家
に
関
す
る
物
語
で
あ
る
。
」
と
説
明
す
る
が
、
こ
の
「
恐
怖
」
は
ま
た
漱
石
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
漱
石
は
こ
こ

で
く
夢
〉
と
い
う
形
式
を
借
り
て
、
言
葉
の
濃
度
や
重
力
を
測
定
す
る
こ
と
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
言
葉
を
い
っ
た
ん
浮
遊
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
葉
の
力
学
を
再
構
築
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ボ
ー
の
作
品
の
主
人
公
デ
ュ
パ
ン
も
こ
う
語
っ
て
い

る
。
　
「
物
質
界
と
い
う
奴
に
は
ね
、
精
神
界
と
非
常
に
よ
く
似
た
点
が
、
ど
っ
さ
り
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
隠
喩
や
直
喩
と
い
う
も

の
だ
が
ね
え
、
単
に
叙
述
の
修
飾
ば
か
り
で
な
く
、
議
論
の
説
得
力
を
強
め
る
の
に
役
立
つ
と
い
う
、
あ
の
修
辞
的
独
断
さ
を
、
な
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に
か
さ
も
真
実
ら
し
く
思
わ
せ
る
と
い
う
わ
け
な
ん
だ
。
」
そ
う
や
っ
て
い
き
な
り
「
い
っ
た
い
商
店
の
樋
口
で
ね
、
ど
う
い
つ
だ

看
板
が
、
一
番
目
に
つ
く
と
思
う
？
」
と
き
て
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
「
じ
ゃ
ね
、
地
図
を
使
っ
て
す
る
字
探
し
遊
び
っ
て
奴
が
あ
る

だ
ろ
う
、
」
と
続
く
の
で
あ
る
。
ヴ
ア
レ
リ
ー
が
ボ
ー
を
称
し
て
「
数
学
的
阿
片
」
と
呼
ん
だ
よ
う
な
合
理
性
と
不
合
理
性
と
の
見

事
な
均
衡
が
、
そ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。

　
秋
元
季
久
平
氏
は
そ
の
「
第
一
夜
」
を
論
じ
た
も
の
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
読
解
の
試
み
に
対
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
原
則
と
し
て
全
て
の
読
み
が
「
意
味
」
と
し
て
で
は
な
く
、
読
み
と
し
て
可
能
だ
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ら
の
読
み
が
そ
れ

ぞ
れ
、
漱
石
と
い
う
署
名
を
持
っ
た
、
作
品
本
文
の
隠
喩
構
造
自
体
が
喚
び
起
こ
す
連
想
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本

文
を
何
か
隠
さ
れ
た
唯
一
の
「
意
味
」
や
、
作
家
の
実
存
の
固
定
的
な
象
徴
（
シ
ン
ボ
ル
）
と
考
え
る
象
徴
的
思
考
は
、
そ
の
語
源

の
通
り
、
割
符
（
シ
ン
ボ
ロ
ン
）
の
片
割
れ
を
一
つ
、
対
応
物
と
し
て
求
め
る
が
、
隠
喩
は
、
類
似
す
る
無
数
の
も
の
同
士
の
運
動

で
あ
る
」
こ
の
立
場
を
受
け
て
、
筆
者
は
さ
ら
に
『
夢
十
夜
』
を
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス
ト
の
カ
ー
ド
と
見
立
て
て
み
た
い
。
母

①
昌
が
号
8
曳
く
①
す
な
わ
ち
「
欺
く
」
の
意
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
十
枚
の
絵
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
、

騙
し
絵
と
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
読
者
は
、
こ
の
作
品
を
〈
読
む
〉
と
同
時
に
作
品
に
よ
っ
て
〈
読

ま
れ
る
〉
と
い
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
　
「
第
一
夜
」
だ
け
を
と
っ
て
も
、
秋
元
氏
が
「
百
鬼
夜
行
の
一
大
絵
巻
」
と
呼
ん
だ
程

に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
解
釈
が
そ
こ
に
は
渦
巻
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
内
面
を
も
照
ら
し
出
し
て
い

る
。
　
〈
夢
〉
の
形
式
を
使
っ
て
、
　
「
自
然
派
」
の
行
っ
た
「
告
白
」
以
上
の
「
告
白
」
を
し
な
が
ら
、
同
時
に
読
者
に
も
そ
こ
か
ら

何
を
読
み
取
る
か
で
間
接
的
に
「
告
白
」
を
強
い
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
ボ
ー
や
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
近
代
都
市
の
群
衆
の
中
に
「
探
偵
」
的
な
様
相
を
見
出
し
た
の
と
共
通
し
て
、
漱
石
自
身
そ
れ
に
対
す

る
嫌
悪
を
表
明
し
な
が
ら
、
そ
の
作
品
が
ど
こ
か
「
探
偵
小
説
」
的
で
あ
る
の
は
、
こ
の
『
夢
十
夜
』
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
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こ
こ
で
は
作
者
と
読
者
と
が
、
読
み
／
読
ま
れ
の
構
造
か
ら
、
犯
人
／
探
偵
の
構
造
へ
、
ま
た
更
に
探
偵
／
犯
人
の
逆
転
の
構
造
へ

と
変
化
し
て
い
く
。
　
「
告
白
」
と
「
聴
聞
」
の
関
係
は
、
例
え
ば
、
　
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
中
の
ゾ
シ
マ
の
話
の
よ
う
に
、

そ
れ
は
「
告
白
」
と
い
う
行
為
が
そ
れ
を
「
聴
聞
」
し
た
も
の
へ
の
殺
意
を
呼
び
起
こ
す
と
い
う
よ
う
に
、
危
う
く
犯
行
に
な
り
か

ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
夢
十
夜
』
で
は
「
夢
」
自
身
が
い
わ
ば
主
人
公
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
「
夢
を
見
た
」
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
以
上
追
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
る
。
い
わ
ば
「
夢
」
が
隠
れ
蓑
に
な
る
の
で
あ
る
。
犯
人
が
究
極
的
に

は
い
な
い
「
探
偵
小
説
」
が
『
夢
十
夜
』
と
い
う
小
説
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
埴
谷
雄
高
が
「
宇
宙
論
」
が
最
後
の
ペ
ー
ジ
が
無
い

「
探
偵
小
説
」
だ
と
言
っ
た
の
と
同
様
に
、
こ
の
作
品
の
宇
宙
論
的
な
深
ま
り
は
、
い
わ
ば
構
造
的
必
然
性
を
も
つ
も
の
で
も
あ
っ

た
。
読
者
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
宇
宙
と
の
対
面
を
強
い
ら
れ
、
ま
た
自
身
の
深
淵
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
　
（
ダ
リ
と
ブ
ニ
ュ
エ
ル

が
映
画
『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
』
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
と
き
、
ダ
リ
は
自
ら
が
見
た
「
夢
」
が
い
か
に
荒
唐
無
稽
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
再
現
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
想
起
さ
れ
て
も
よ
い
。
）
　
「
夢
」
で
あ
れ
ば
、
　
「
夢
」

が
隠
れ
蓑
に
な
る
こ
と
は
罷
め
よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で
は
「
夢
」
が
犯
人
で
、
そ
れ
を
見
る
者
は
被
疑
者
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
、

見
る
／
見
ら
れ
る
の
逆
転
と
い
う
近
代
の
批
評
的
場
所
に
お
い
て
、
読
者
は
漱
石
に
よ
っ
て
見
ら
れ
、
読
ま
れ
る
存
在
と
し
て
そ
の

前
に
あ
る
。
こ
れ
は
あ
え
て
言
え
ば
、
　
「
私
小
説
」
の
よ
う
に
「
私
は
何
で
あ
る
か
」
を
「
告
白
」
す
る
も
の
で
は
な
く
、
　
「
何
が

私
な
の
か
」
を
「
告
白
」
さ
せ
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
「
白
状
」
さ
せ
ら
れ
る
宇
宙
論
的
な
「
私
小
説
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
こ

で
は
「
夢
」
が
、
暴
き
と
救
済
の
二
つ
の
相
を
も
っ
て
現
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
仮
説
が
導
き
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
夢
十
夜
』
の
十
篇
は
そ
う
し
た
〈
あ

ま
の
じ
ゃ
く
〉
的
精
神
を
貫
く
糸
と
し
て
導
入
す
る
と
き
、
全
体
と
し
て
の
チ
ク
ル
ス
構
造
が
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
十
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
全
体
的
な
連
関
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
「
十
」
の
連
環
が
一
定
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の
階
梯
を
上
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
数
珠
や
ロ
ザ
リ
オ
の
よ
う
に
終
わ
る
こ
と
な
く
無
限
に
回
転
し
続
け
る
。
　
「
十
」

は
そ
れ
自
体
が
「
完
結
」
し
た
「
無
限
」
を
表
象
し
、
こ
の
十
篇
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
矛
盾
し
な
が
ら
も
相
互
に
照
ら
し
合
う
鏡

の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
が
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
で
あ
る
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
は
カ
レ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
の
よ
う
に
回
転
し
な
が

ら
同
じ
作
品
が
相
互
の
関
係
如
何
で
は
別
様
の
姿
を
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
意
味
」
連
結
は
自
在
に
無
限
で
あ
り

う
る
。
繰
り
返
し
繰
り
返
し
立
ち
上
が
っ
て
く
る
そ
の
作
品
群
の
有
様
は
、
仏
教
的
で
あ
れ
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
れ
、
ま
た
笹
淵
友

一
氏
が
「
ナ
ル
キ
ソ
ス
的
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
神
話
的
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
輪
廻
や
転
生
が
何
に
変
成
す
る
か
と
い
う

物
語
よ
り
も
、
そ
れ
が
何
で
あ
れ
絶
対
に
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
に
蘇
っ
て
く
る
そ
の
「
乗
り
移
り
」
の
側
面
こ
そ
が
重
要
な
の
で

あ
る
。

　
そ
れ
故
そ
の
物
語
に
お
い
て
「
因
果
」
や
「
摂
理
」
に
は
解
消
さ
れ
得
な
い
「
不
合
理
」
精
神
の
貫
徹
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。

〈
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
精
神
を
唯
一
の
生
の
発
動
原
理
と
見
な
す
点
で
、
ボ
ー
と
漱
石
は
不
可
分
の
関
係
に
置
か
れ
る
。
し
か
も
そ
の

「
不
合
理
」
と
い
う
の
は
人
間
の
了
解
可
能
範
囲
に
限
定
す
る
神
話
的
「
オ
ゾ
ン
層
」
を
突
き
破
っ
て
、
黒
々
と
し
た
「
存
在
の
グ

ロ
テ
ス
ク
」
を
（
「
グ
ロ
テ
ス
ク
な
存
在
」
で
は
な
く
）
さ
ら
け
出
す
、
恐
怖
と
陶
酔
の
物
語
と
な
る
。
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『
夢
十
夜
』
と
い
う
作
品
は
、
　
「
作
品
論
」
と
し
て
通
常
に
論
じ
よ
う
と
し
始
め
る
や
否
や
、
そ
の
円
環
の
内
側
に
は
一
歩
も
踏

み
込
め
な
い
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
方
法
を
と
れ
ば
必
ず
、
謎
の
前
で
立
ち
往
生
す
る
、
謎
が
謎
を
呼
ぶ
と
い
う
か
た

ち
で
、
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
ま
ず
こ
の
作
品
は
「
謎
か
け
話
」
と
し
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漱
石
に
よ
っ
て
仕
掛
け
ら



れ
た
ミ
ク
ロ
ニ
ス
モ
ス
的
か
っ
壮
大
な
謎
を
、
と
り
あ
え
ず
は
漱
石
と
朝
日
新
聞
読
者
と
の
間
で
取
引
き
さ
れ
た
あ
る
種
の
〈
謎
か

け
合
戦
〉
と
し
て
読
む
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
ボ
ー
が
か
つ
て
大
衆
紙
で
行
な
っ
て
い
た
の
と
ほ
ぼ
同
一
の
構
図
で
も
あ
る
。

　
以
前
ま
で
漱
石
も
講
義
し
て
い
た
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
の
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
台
詞
「
ダ
ニ
エ
ル
様
の
再
来
じ

ゃ
」
の
中
に
あ
る
「
ダ
ニ
エ
ル
」
は
夢
見
の
達
人
と
し
て
バ
ビ
ロ
ン
の
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ツ
ァ
ル
の
そ
ば
に
仕
え
た
こ
と
は
、
　
『
ダ
ニ
エ

ル
書
』
に
詳
し
い
し
、
ま
た
フ
ロ
イ
ト
は
彼
の
〈
夢
〉
の
研
究
を
、
こ
の
エ
ジ
プ
ト
時
代
に
震
で
潮
ら
せ
て
行
っ
て
い
る
が
、
漱
石

自
身
も
ま
た
、
　
「
謎
」
を
掛
け
る
人
で
あ
る
と
同
時
に
解
く
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
「
謎
」
は
解
け
る
と
考
え
る
よ
り
解
け
な
い
と

考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
フ
ェ
ル
マ
ー
の
定
理
」
の
解
決
法
の
よ
う
に
「
解
無
し
」
の
証
明
を
す
る
方
が
い
い
の
で

あ
る
。
カ
ン
ト
の
よ
う
に
徹
底
し
て
「
純
粋
理
性
」
を
吟
味
検
証
し
て
し
か
る
後
に
証
明
不
可
能
性
を
証
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
べ

き
な
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
前
述
し
た
よ
う
に
、
漱
石
自
身
カ
ン
ト
の
思
想
に
つ
い
て
こ
の
時
期
に
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
漱
石
は
こ
の
作
品
で
、
い
わ
ば
「
猫
」
か
ら
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
に
変
身
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
ま
た
「
ミ
イ
ラ
」
と
な
っ
て
、
時

を
超
え
、
復
活
の
日
を
待
っ
て
い
る
フ
ァ
ラ
オ
で
も
あ
る
。
）
漱
石
は
E
・
A
・
ボ
ー
と
は
違
い
、
そ
の
謎
を
読
者
の
納
得
い
く
、

ま
た
満
足
の
い
く
結
末
へ
と
導
き
は
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
解
き
明
か
せ
な
い
謎
を
更
に
仕
掛
け
て
は
読
者
を
食
り
食
う
。
つ
ま
り

読
者
も
ま
た
自
ら
の
「
夢
」
を
「
告
白
」
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
の
読
者
と
の
対
話
的
解
読
を
推
し
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
〈
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
と
い
う
方
法
は
、
次
第
に
、
自
身
の
内
な
る
く
あ
ま
の
じ
ゃ
く
〉
克
服
へ
向
け
た
漱
石
の
方

法
的
意
志
を
も
明
ら
か
に
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
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〈
註
〉

（
1
）

笹
淵
友
一
『
夏
目
漱
石
1
「
夢
十
夜
」
論
ほ
か
一
』
　
（
明
治
書
院
、
昭
和
六
一
・
二
・
二
五
）



（
2
）
三
好
行
雄
編
『
別
冊
國
文
學
．
夏
目
漱
石
事
典
』
　
（
學
燈
社
、
平
成
二
・
七
・
一
〇
）
二
五
九
一
二
六
〇
頁
参
照
。
特
に

　
ボ
ー
の
評
価
に
つ
い
て
水
田
宗
子
氏
の
「
欧
米
の
ポ
ウ
研
究
者
を
も
含
め
て
漱
石
が
最
初
」
で
あ
る
と
の
指
摘
は
両
者
の
質

　
的
関
係
を
み
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

（
3
）
石
原
千
秋
編
『
日
本
文
学
研
究
資
料
1
4
　
夏
目
漱
石
・
反
転
す
る
テ
ク
ス
ト
』
　
（
有
精
堂
　
一
九
九
〇
・
四
・
一
〇
）

（
4
）
石
井
和
夫
「
『
夢
十
夜
』
の
方
法
一
置
き
ざ
り
に
さ
れ
た
子
供
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
6
6
－
5
、
平
成
一
．
五
）
で
は

　
　
「
ボ
ー
の
短
編
の
方
法
」
の
影
響
を
論
じ
、
　
「
墜
落
の
モ
チ
ー
フ
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
三
好
編
、
前
掲
書
参
照

（
5
）
鈴
木
善
三
「
「
反
時
代
的
考
察
」
と
し
て
の
『
文
学
評
論
』
」
　
（
『
英
語
青
年
』
研
究
社
、
一
九
九
六
・
六
月
号
）
二

　
八
－
一
二
〇
頁

（
6
）
W
．
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
お
け
る
第
二
帝
政
期
の
パ
リ
」
　
（
野
村
修
訳
、
　
『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
』
　
岩
波
文
庫
、

　
一
九
九
四
・
三
・
一
六
）

（
7
）
谷
崎
精
二
『
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
ー
人
と
作
品
』
　
（
研
究
社
、
昭
和
四
二
・
一
二
・
一
五
）
一
六
六
頁

（
8
）
D
．
H
．
ロ
レ
ン
ス
は
、
　
「
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ボ
ー
」
　
（
酒
本
雅
之
訳
、
人
木
敏
雄
編
『
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
●
ボ

　
一
』
冬
樹
社
、
昭
和
五
〇
．
九
．
三
〇
、
一
四
頁
）
に
お
い
て
、
　
「
吸
血
鬼
」
と
い
う
比
喩
に
つ
い
て
、
　
「
人
間
が
な
ぜ
誰

　
も
彼
も
、
自
分
の
愛
す
る
も
の
を
殺
す
の
か
、
そ
の
理
由
は
容
易
に
わ
か
る
。
生
き
て
い
る
も
の
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
も

　
の
を
殺
す
こ
と
な
の
だ
。
心
ゆ
く
ま
で
知
る
た
め
に
は
、
も
の
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
欲
求
に
と
り
つ
か

　
れ
た
く
精
神
〉
と
い
う
名
の
意
識
は
、
吸
血
鬼
な
の
だ
。
／
誰
で
あ
れ
、
自
分
が
密
接
に
触
れ
合
う
相
手
の
こ
と
な
ら
、
た

　
っ
ぶ
り
知
る
だ
け
の
知
力
と
興
味
を
持
つ
は
ず
だ
。
彼
女
の
こ
と
。
あ
る
い
は
彼
の
こ
と
。
／
だ
が
な
に
か
生
き
て
い
る
も
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の
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
存
在
か
ら
い
の
ち
を
吸
い
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
だ
。
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

（
9
）
谷
崎
、
前
掲
書
、
七
三
頁

　
な
お
、
漱
石
と
ボ
ー
の
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ
『
漱
石
全
集
　
第
一
一
巻
　
評
論
　
雑
篇
』
　
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
一
・
一
〇
・
二

四
）
　
『
漱
石
全
集
　
第
＝
二
巻
　
日
記
及
断
片
』
　
（
昭
和
四
一
・
＝
・
二
四
）
　
『
漱
石
全
集
　
第
一
六
巻
　
別
冊
』
　
（
昭
和
四

二
・
四
・
二
八
）
、
　
『
黒
猫
・
モ
ル
グ
街
の
殺
人
事
件
』
　
（
中
野
好
夫
訳
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
一
・
人
・
一
〇
）
に
拠
り
、
新

字
・
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
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